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アジア証券人フォーラム（ASF）第 18 回 年次総会について 

                       平成 25 年 10 月 23 日～25 日           

 

 

去る 10 月 23 日から 25日に、第 18回アジア証券人フォーラム（Asia Securities Forum：ASF）

が台北(台湾)において開催された。 

本フォーラムは、日本証券業協会の提唱により、アジア・オセアニア地域の証券市場関係者が

一堂に会し、同地域における証券界の交流と証券市場の発展に寄与することを目的に、1995 年に

発足したものである。メンバーの持ち回りで年次総会を開催しているほか、年 1 回研修セミナー

を東京で開催している。 

以下に今回のフォーラムの報告として、「第 18回アジア証券人フォーラムの概要」を掲載する。 

 

―――――――――――― ○ ―――――――― ○ ――――――――――――― 

 

１．開催期間 平成 25 年 10 月 23 日（水）～25 日（金） 

 

２．開催場所 台湾 台北 

 

３．主  催 台湾証券業協会（CTSA） 

 

４．参 加 者 

今回の総会には、アジア大洋州地域からオーストラリア、台湾、香港、インド、インド

ネシア、日本、韓国、モンゴル、ニュージーランド、フィリピン、タイ、トルコ、ベトナ

ムの 13 カ国（地域）の ASF メンバー機関（別紙１参照）から約 40 名のほか、アジア証券

業金融市場協会（ASIFMA）、ボンベイ証券取引所参加者協会（BBF）、シンガポール証券業協

会（SAS）、シンガポール取引所（SGX）、東京証券取引所シンガポール事務所がオブザーバ

ーとして出席した。 

上記のほか、ゲスト・スピーカーとして台湾金融監督管理委員会（FSC）のミン チュン チ

ェン委員長、台湾行政院 経済建設委員会のチュン ミン クァン大臣、基調講演として台湾

証券取引所（TWSE）のスシュ デル リー会長、加藤隆俊 国際金融情報センター理事長、台

湾行政院のチー シブ大臣、香港証券先物委員会（SFC）のステファン ポー氏が出席したほ

か、台湾証券業協会（CTSA）のメンバー会社その他台湾内外の業界関係者約 200 名が参加

した。 
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５．議事の概要 

 

○ メンバー事前会合（10 月 23 日（水）午後） 

今次年次総会の主催団体である台湾証券業協会から年次総会プログラムの概要説明があ

った。また、今後の活動方針として APEC 等への意見発信を目的とするワーキンググループ

の設置が提案・了承された。 

 

○ ＡＳＦ年次会合（10 月 24 日（木）午前）：各国・地域のマーケット・レポート 

ASF メンバー国・地域の代表か

ら経済・金融情勢及び証券市

場・証券界の状況及び最近の動

向が報告され、本協会からも日

本市場の近況と主要なトピック

（マクロ経済・政治の動向、特

にアベノミクスの概要説明とそ

の市場への影響、金商法改正、

証券優遇税制の廃止とNISA導入、

協会の国際活動等）を紹介した。

また各国・地域の詳細なレポー

トも会議資料として配布された。 

 

 

○ 公開セミナー（10 月 24 日（木）午後） 

 

（１）開会挨拶・基調講演 

主催者である台湾証券業協会（CTSA）会長のフン ウェン チェン氏の開会挨拶に続

き、台湾金融監督管理委員会（FSC）のミン チュン チェン委員長がゲストスピーチを

行い、経済成長が顕著なアジア地域において、ASF 等のプラットフォームを通じた地域

的な協力を推進する意義を指摘した。さらに、台湾証券取引所（TWSE）のスシュ デル 

リー会長が基調講演を行ない、店頭市場と台湾証券取引所（TWSE）を中心とする台湾

資本市場の特徴と変革について、中国本土との関係や協力も交えて紹介した。 

 

（２）パネル・ディスカション 

① 「クロスボーダーな協力：モデルとメリット」 

司会者: 

台湾グレタイ証券市場 会長 スー シャン ウー 氏  
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パネリスト： 

台湾証券取引所（TWSE）会長 マイケル リン 氏  

インド 証券取引所参加者協会（ANMI）元プレジデント ナレシュ マヘシュワリ氏 

タイ証券業協会（ASCO）会長 パッテラ ディロクルンチラポップ 氏 

香港証券業協会（HKSA）会長 ジェフリー チャン氏 

 

タイ(ASCO)のディロクルンチラポップ会長から、10 カ国が加盟するアセアン・リン

ケージの概要及び進捗状況、アセアン資本市場フォーラムの設立と 6か国の市場統合

に向けた将来への展望を紹介し、規制等の相互認証、統合に向けたガバナンスとアラ

イアンスのあり方、新商品の導入、債券市場の強化等の進捗状況を説明した。インド

（ANMI）のマヘシュワリ氏は、アジア資本市場における国境を越えた協力の適切な枠

組みについて、市場統合とそのリスク及びリスクの緩和策、規制の調和や為替政策等

の観点から議論を行った。香港（HKSA）のチャン会長は、クロスボーダー協力の定義・

類型を分析するとともに、香港と中国本土との協力を、人民元決済や適格外国機関投

資家に係るパイロット・プログラムを例に紹介した。台湾証券取引所のリン氏はクロ

スボーダー協力のモデルを重複上場、24 時間取引（取引時間のリレー）、アセアン・

トレーディング・リンク、ネットワーク・リンケージ、リモート・メンバーの 5類型

に分類して紹介した。 

 

② 「証券業界の展望」 

司会者：台湾金融監督管理委員会 副委員長 ティエン ムー ホァン 氏 

 

パネリスト： 

台湾 KGI(凱基)証券 会長 マーク ウェイ 氏 

オーストラリア金融市場協会（AFMA)エグゼクティブ ディレクター  

デビッド リンチ氏 

トルコ資本市場仲介業協会（TSPAKB）会長 アッティラ コクサル氏 

インドネシア証券業協会（APEI)会長 リリー ヴィジャジャ氏 

 

インドネシア（APEI）のヴィジャジャ氏は、同協会のメンバーやインドネシア市場

の動向、個人投資家の市場参加を促進するインドネシアの証券業界の戦略と今後の展

望を紹介した。オーストラリア（AFMA）のリンチ氏は、金融システムの役割、証券市

場の実体経済への貢献、HFT やダークプール等の市場インフラの技術革新や、高齢化

や年金改革の業界への影響を説明した。トルコ（TSPAKB）のコクサル氏は、トルコに

おける長期的インフレの克服や最近の取引所統合の動きとともに、業界関係者や市場

のプロフェッショナルに対する教育の重要性を指摘した。また、台湾の KGI 証券のウ
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ェイ氏は自社の業況、今後の経営戦略を題材に、台湾証券業界の現在の状況と将来の

展望を説明した。また、フロアとの Q&A では、イスラム金融商品と投資家教育、IT

等の金融技術革新が進む中での投資者保護（情報開示）の課題等について議論が行わ

れた。 

 

○ 公開セミナー（10 月 25 日（金）午前） 

 

（１）開会挨拶・基調講演 

主催機関台湾証券業協会のフン ウェン チェン会長の開会挨拶に続き、ゲスト・ス

ピーカーである台湾行政院経済建設委員会のチュン ミン クァン大臣のスピーチが行

われた。次に、日本の国際金融情報センターの加藤隆俊理事長が「コンバージェンス

とダイバージェンスの衝突するダイナミクス」と題する基調講演を行い、変化する世

界経済の中で、アジアの経済・市場の多様性と統合・分断（fragmentation）を経なが

らダイナミックに成長するアジア金融市場の動向を紹介した。続いて、台湾行政院 経

済建設委員会のチー シブ大臣は、「アジア資本市場の協力-機会と挑戦」と題して、ア

ジア市場間の協力・協働の可能性について、取引所の買収/統合、クロスボーダー/重

複上場等を例に講演を行った。また、香港証券先物委員会（FSC）シニア・ディレクタ

ーのステファン ポー氏（IOSCO 第３委員会議長）は、「世界的な金融規制の潮流」と題

して、本会合で問題提起された金融分野の技術革新と投資者保護等の課題も取り上げ

ながら、金融危機後に導入された幅広い金融規制と市場の信頼回復のための方策につ

いて講演を行った。 

 

（２）パネル・ディスカッション 

    基調講演に続き、以下のテーマでディスカッションが行われた。概要は以下のとお

り。 

 

③ 「金融投資のプロモーションとインセンティブ」 

司会者:台湾財政部 元大臣   

チン チャン イェン氏 

 

パネリスト: 

台湾金融研究院 プレジデント チェン モン チェン 氏 

日本証券業協会 国際本部長 石倉 宏一 

韓国金融投資協会（KOFIA）アシスタントディレクター  クァク ビュン チャン氏 

アジア証券業金融市場協会（ASIFMA）CEO  マーク オーステン氏 

シンガポール取引所（SGX）副社長  チュー スータット 氏 



5 

 

 

      台湾金融研究院のチェン氏は台湾での取組みを例に、投資家の市場への信頼と参

入を促す取組み（新しい商品、取引システム、情報開示等）、規制緩和やオフショア

人民元取引開始等の事例を紹介した。本協会の石倉国際本部長からは、日本の家計

における資産保有の傾向とその背景にある要因の分析、企業部門への資金供給にお

ける間接金融から直接金融へのシフトが求められる理由、急速な高齢化に伴い投資

を活用した個人金融資産の形成を後押しする必要性を指摘した。韓国金融投資協会

（KOFIA）のクァク氏は投資家教育の分野での KCIE（韓国投資家教育審議会）によ

るテレビ CM やソーシャルメディアを活用した先進的な取組みを紹介した。また、

ASIFMA のオーステン氏は、投資者の金融・証券知識の欠如に対する危機感を表明す

るとともに、個々の商品特性に関する知識の普及の必要性、ネットを通じた普及活

動等を紹介し、今後の課題として外国証券投資に関する投資家保護の必要性を指摘

した。シンガポール取引所（SGX）のスータット氏はシンガポールの資本市場を例に、

個人投資家による投資を促す方策として、取引コストの抑制、資産管理等サービス

の充実を指摘するとともに、機関投資家による投資の促進策として、政府系金融機

関等機関投資家にとって信頼できる使い勝手のよい市場インフラの整備が重要であ

ることを指摘した。 

 

 

（３）閉会挨拶 

  本協会の稲野会長より、参加者を代表して主催団体及び

スピーカー等参加者に謝辞を述べた。また、主催団体である

台湾証券業協会の事務局長より閉会挨拶が行われた。 

 

 

６．今後の年次総会 

次回年次総会は、2014 年 11 月 5～7 日にタイ バンコクで

開催される予定である。 

 

以 上 
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（別紙１） 

 

第 18 回 ASF 年次会合参加団体 

 

オーストラリア 豪州金融市場協会（AFMA） 

 

香港               香港証券業協会(HKSA) 

 

インド             インド証券取引所参加者協会(ANMI) 

 

インドネシア       インドネシア証券業協会（APEI） 

 

日本               日本証券業協会（JSDA） 

 

韓国               韓国証券業協会（KOFIA） 

 

ニュージーランド  ニュージーランド金融市場協会（NZFMA） 

 

モンゴル      モンゴル証券業協会（MASD） 

 

フィリピン  フィリピン証券業協会（PASBDI） 

 

台湾  台湾証券商業同業公会（CTSA） 

 

タイ        タイ証券業協会（ASCO） 

 

トルコ      トルコ資本市場仲介業協会（TSPAKB） 

 

  ベトナム      ベトナム債券市場協会（VBMA） 

 

（注）ASF メンバー機関のうち、中国証券業協会（SAC）及びマレーシア証券業協会（ASCM）

は、今回の総会には不参加。 
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（別紙２） 

 

ASF の概要 

 
会議名 アジア証券人フォーラム 

Asia Securities Forum (ASF) 

設立目的 アジア・オセアニア地域の証券業界の意見・情報交換、同地域の証券市場の発展

と経済成長への寄与 

設立時期 1995 年（本協会の提唱により設立） 

参加者 アジア・オセアニア地域の証券業協会の代表者等が出席 

（メンバー団体） 

豪州  豪州金融市場協会（AFMA） 

中国  中国証券業協会（SAC） 

台湾  台湾証券商業同業公会（TSA） 

香港  香港証券業協会(HKSA) 

インド           インド証券取引所参加者協会(ANMI) 

インドネシア       インドネシア証券業協会（APEI） 

日本  日本証券業協会（JSDA） 

韓国  韓国金融投資協会（KOFIA） 

マレーシア       マレーシア証券業協会（ASCM） 

モンゴル         モンゴル証券業協会（MASD） 

ニュージーランド    ニュージーランド金融市場協会（NZFMA） 

フィリピン  フィリピン証券業協会（PASBDI） 

タイ            タイ証券業協会（ASCO） 

トルコ       トルコ資本市場仲介業協会（TSPAKB） 

  ベトナム           ベトナム債券市場協会（VBMA） 

年次会合 毎年、各国持ち回りで、3 日間（事前会合を含む)にわたって開催。内容は、主

催者が基本的なテーマを定め、ホスト国のゲスト・スピーカーによる基本テー

マに沿った基調講演、各国報告及び 3～4 のパネル・ディスカッションから構

成される。各パネル・ディスカッションでは、2～3 名程度のパネリストがそれ

ぞれのテーマについてプレゼンを行った後、参加者全員で意見交換を行う。 

本協会は、3 年に１回程度日本で開催する旨第一回会合時に申し出ている。 

会議の目的 情報交換・意見交換及びメンバー間のネットワーク強化 

事務局 日本証券業協会が常設事務局を務めており、主催者と協力して会議を運営。 

費用 年会費無し。 
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ASFセミナー 上記活動に加え、2006 年 3 月から「アジア証券人フォーラム（ASF）セミナー」

（2010 年より「ASF ラウンド・テーブル」に改称）を本協会の主催により開催

している。 

本セミナーでは、アジア地域の証券市場の自主規制機関等から参加者を募り、同

地域における証券市場の発展と自主規制機関の育成を支援することを主たる目

的として、我が国の証券規制及び証券市場の枠組みに関する本協会、規制当局、

取引所、証券会社等による説明のほか、参加者間のディスカッションが行われる。 

 

 

 

（参考）ASF の開催地 

     1995 年    日本       東京 

          1996 年    韓国       ソウル 

          1997 年    フィリピン    マニラ 

          1998 年    日本       神戸 

          1999 年    台湾       台北 

          2000 年     日本       東京 

          2001 年    タイ       バンコク 

          2002 年       中国       北京 

     2004 年       インドネシア   バリ 

2005 年        日本       京都 

2006 年    韓国       ソウル 

2007 年    フィリピン    セブ 

2008 年    香港     香港 

2009 年    オーストラリア  シドニー 

     2010 年    中国       北京 

     2011 年    日本       大阪 

     2012 年    インド      ムンバイ 

     2013 年    台湾       台北 

 

    （今後の予定） 

     2014 年    タイ       バンコク 

 


